
保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。

アンケートを集計し分析した結果をお知らせします。

アンケート結果の詳細については、別添の「令和５年度学校づくりアンケート」をご覧

ください。生徒アンケートと保護者アンケートの結果を比較できるように並べ、各学年と

全校の集計結果をグラフで表しております。

生徒アンケートの集計結果

設問別に見ますと、肯定的な回答の割合が、設問５「日常的に安全に気を付けて行

動している。」が９５．６％、設問３「『共助』の気持ちをもち、互いに協力している。」

が９３．４％、設問１３「学校はよく分かる授業をしている。」が９３．４％、設問

１４「先生は生徒の安全、安心を守るために努めている。」が９１．２％、設問２０

「学校でタブレット等のＩＣＴ機器をよく活用している。」が９０．１％と上位を占

めています。また、前回よりポイントが増加した項目が１７項目中１３項目あります。

中でも設問５「日常的に安全に気を付けて行動している。」、設問１４「先生は生徒の

安全、安心を守るために努めている。」では、肯定的な回答のうち「Ａそう思う」と

回答した生徒が６割以上おり、前回のアンケート調査と同様に、普段から安全につい

て高い意識をもちながら生活していることがうかがわれます。

一方、設問７「学ぶことに喜びを感じ、主体的に学習に向かっている。」が６４．

８％、設問８「何事にも積極的にチャレンジし、自分を高めようと努力している。」

が６７．０％、設問４「自分の健康に関心をもち、心身共に健康な生活を送っている。」

が７５．８％と、肯定的な回答のポイントが低い項目があります。中でも設問７「学

ぶことに喜びを感じ、主体的に学習に向かっている。」の項目については、「Ａそう思

う」が２３．１％と非常に低く、前回の調査と同様の傾向となっています。しかし、

前回調査と比較するとポイントが上昇しており、改善の兆しがあります。生徒が積極

的に物事に挑戦し自分を高めることと、主体的な学習については関係性がありますの

で、生徒のやる気を大切にしながら、生徒が活躍できる場を設定することで主体性を

一層育んでいきます。
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保護者アンケートの集計結果

肯定的な回答の割合が生徒の回答の割合を下回っているものが、前回の調査では１

７項目中１５項目あったのが、今回の調査では１３項目となっています。中でも設問

１３「学校はよく分かる授業をしている。」、設問２０「学校でタブレット等のICT機

器をよく活用している。」の項目では３０ポイント以上の差があり、子どもの学力向

上やタブレットの有効な利活用について、保護者からの学校への期待の大きさが読み

取れます。

設問別に見ますと、肯定的な回答の割合が、設問１４「学校は生徒の安全、安心を

守るために努めていると思う。」が９２．２％、設問３「お子さんは『共助』の気持

ちをもち、互いに協力することができる。」が９０．６％、設問２「お子さんは寛容

の気持ちをもち、相手の立場で話しを聴いたり、話したりできる。」が８９．１％、

設問５「お子さんは、日常的に安全に気を付けて行動できる。」が８７．５％、設問

１１「学校は、校報、学年・学級通信等により学校の様子をよく伝えている。」が８

２．８％、設問１２「学校はお子さんにとって楽しいところとなっている。」が８２．

８％と上位を占めています。

一方、設問７「学ぶことに喜びを感じ、主体的に学習に向かっている。」が５１．

６％、設問１９「学校は地域の人材や素材、資源を積極的に活用している。」が５７．

８％、設問２０「学校はタブレット等のICT機器をよく活用していると思う。」が５７．

８％、設問１５「学校はいじめの把握や防止、対応に努めている。」が５９．４％と

低いポイントとなっています。設問７については、生徒と保護者の両方で最も低いポ

イントとなっており、本校の最大の課題として捉え、改善に向けて来年度の取組を検

討していきます。また、いじめの把握や防止については、１２月からはじめたコミュ

ニケーション面談や学校独自のアンケート等を活用しながら、全校生徒を全職員で支

援するスタンスを大切にして取り組んでいきます。

「知・徳・体」をバランスよく育み、岩城地区の未来を担う人材育成のために、今

回のアンケートや諸調査の結果を今後の学校経営に生かし、教育活動を充実させたい

と考えています。

今回、生徒、保護者ともにインターネット（forms）を利用してアンケートを実施

しました。保護者については前回の回答率が低かったので、アンケート用紙も配布し

て、紙での回答も可能としました。それによりインターネット回答と紙での回答の割

合は、３対１となりました。学校としては来年度インターネットを活用した情報発信

をより多くしていきたいと考えておりますので、アンケートはできるだけインターネ

ット（forms）で回答していただければと思います。ご協力よろしくお願いします。


